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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

 https://jcpjoetsugiindan.webnode.jp/ 

          上越保健所管内 

          新型コロナ感染症 

          感染者定点報告数 

  2月 5日～ 2月11日１９.００ (県１８.４８) 

 2月12日～ 2月18日１２.１３ (県１２.６４)    

 2月19日～ 2月25日 ８.７５ (県１１.２７) 

 

３
月
議
会
初
日
の
２
月
28
日
、

平
良
木
議
員
は
市
長
の
提
案
に
対
し

て
、｢

す
こ
や
か
な
く
ら
し
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
木
田
庁
舎
に

機
能
を
集
中
す
る
と
し
た
経
緯

は
？｣｢

『
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
』
に

関
し
て
都
内
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
で
首
都
圏
で
の
魅
力

発
信
等
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
経

緯
と
狙
い
は
？｣

な
ど
を
た
だ
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
う
ち
、｢
自
治
推
進
事
業
で

検
討
す
る
と
し
て
い
る
項
目
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か｣

と
た
だ
し
た
の
に

対
し
て
、
中
川
市
長
は
、｢
区
域
の

設
定
、
地
域
協
議
会
の
役
割
、
総
合

事
務
所
な
ど
を
検
討
項
目
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
総
合
事
務
所
の

合
併
は
考
え
て
い
な
い｣

と
明
言
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
間
の｢

行
政
改
革｣

で
、
公
共

施
設
が
次
々
と
廃
止･

縮
小
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

も
、
各
区
に
あ
っ
た
も
の
が
統
合
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
行
政

と
の
唯
一
の
接
点
で
あ
る
総
合
事
務

所
の
存
在
は
、
住
民
に
と
っ
て
の
大

き
な
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。
そ
の
総
合

事
務
所
の
合
併
や
統
合
の
お
そ
れ
が

否
定
さ
れ
た
と
は
、
大
き
な
安
心
材

料
で
す
。 

検
討
委
員
会
に
は
保
護
者

も
入
れ
る
こ
と
を
示
唆 

 
話
題
に
な
っ
て
い
る｢

学
び
の
多

様
化
学
校｣

い
わ
ゆ
る
不
登
校
特
例

校
に
つ
い
て
は
、｢

設
置
の
必
要
性

を
検
討
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会
を

開
催
す
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

概
要
の
学
校
と
し
て
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
検
討
委
員
会
は
ど
の
よ

う
な
構
成
を
考
え
て
い
る
か｣
と
た

だ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
早

川
教
育
長
は
、｢

市
教
委
で
は
、
今

後
、
学
校
関
係
者
、
有
識
者
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
保

護
者
な
ど
様
々
な
立
場
の
方
々
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
場
を
設
け
、
現

在
行
っ
て
い
る
取
組
の
成
果
や
課
題

等
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
必
要
性

に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
を
進
め
る｣

と
答
え
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
で

は
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
当
事
者
た
る

保
護
者
も
入
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す

の
で
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
た
答
弁

は
貴
重
で
す
。
た
だ
、
答
弁
の
言
葉

の
通
り
、
単
に
意
見
を
聞
く
場
を
設

け
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
今
後
の
動
き
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

な
お
、
現
在
不
登
校
児
童
生
徒
の

学
び
と
体
験
の
場
と
な
っ
て
い
る
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
関
し
て
は
、
教
育

長
は
は
じ
め｢

学
び
の
場
で
は
な
い｣

と
も
と
れ
る
発
言
を
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
積
極
的
な
意
味
の
あ
る
施
設

で
あ
る
と
修
正
し
、｢

学
び
の
多
様

化
学
校｣

の
ひ
と
つ
の
候
補
に
な
り

得
る
こ
と
を
示
唆
し
ま
し
た
。 

上野公悦議員 
 （９番目 ３月15日(金)午後の見込み） 

 １．上越医療圏における医療機能の短期再編計画

について 

 ア 医療機能の短期再編と新潟労災病院の閉院計

画と市民の動きをどう受け止めているか。 

 イ 新潟労災病院からの機能移行のスケジュール

と課題をどう整理しているか。 

 ウ 機能移行簡単ではない。どのように考える

か。 

２．大地震・津波災害への安全安心の対応について 

 ア・改めて今回の避難状況の検証と避難方法のマ

ニュアル作りが必要だがどうか。 

 イ・大地震が発生し津波が予想された時点で有効

な避難場所の設定と避難場所への適切な誘導表

示、避難場所の環境整備を行う事が重要ではな

いか。 

 ウ 避難タワーや避難ビルの設置が必要ではない

か。 

 エ 定期的な避難訓練や消防団等の技術の習得な

どが必要と思うがどうか。 

３．木造家屋の耐震改修制度について 

 ア 安心安全なまち並みづくりの推進を、数値目

標を定めて取り組むべきだがどう考えるか。 

 イ 自己負担額に関して制度を点検検証し、改善

につなげていくことは考えていないか。 

 平良木哲也議員 
 （25番目 ３月19日(火)午後の見込み） 

１．指定避難所等の開設・運営について 

 (1) 能登半島地震の際の各指定避難所の開設と運

営をどう評価しているか。 

 (2) 指定避難所の開設及び運営で、職員配置とこ

れまでの訓練をどう改善するのか。 

 (3) ｢避難所開設・運営マニュアル｣を適切に改訂

し実施すべきではないか。 

２．放課後児童クラブを次の点でどう改善する考え

か。 

 ア 規模･面積、支援員等の人数 

 イ 保護者や学校等関係機関との連携 

 ウ 支援員等への研修、とりわけ特別の支援を要

する児童への対応に関する研修 

橋爪法一議員 
（26番目３月19日(火)午後の見込み） 

１．平和政策について 

 (1) 今年度の広島平和記念式典への中学生派遣

について、成果と課題を聞きたい。 

 (2) 新年度も今年度と同様、各校１名となって

いるが、増員すべきではないか。 

２．農業問題について 

 (1) ｢食料･農業･農村基本法改定案｣｢食料供給

困難事態対策法案｣どう評価しているか。 

 (2) これら法案の上越市の農業への影響をどう

見ているか。 

 (3) 法案に反対を表明すべきではないか。 

３．労働問題について 

   若者定着支援事業を計上しなかった理由を

明らかにされたい。 

４．原子力災害対策について 

 (1) 能登半島地震で原子力災害時の避難困難性

が注目された。市長の認識はどうか。 

 (2) ｢屋内退避｣を含む当市の現行の避難計画を

どうするのか。 

 (3) 柏崎刈羽原発は再稼働せず廃炉にすべきだ

が、市長の見解はどうか。 


